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町政をただす  一般質問に12人が登壇
「共謀罪」の法制化に反対する意見書可決
第17回議会懇談会開催される
会津坂下町と鮫川村を視察
こども議会のお知らせ、議案に対する議員の賛否

２
４
17
18
19
20

６
月
定
例
議
会

2017.8.1

健やかな成長を願って（６月30日　和戸　初山）
「初山」とは赤ちゃんの無病息災を願い、富士山山開きに合わせ「初山」の
朱印を赤ちゃんの額に押していただくもの

一般会計補正予算
便利バスの増額分885万円を削除
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便
利
バ
ス
が
走
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
運
行
管
理
に
か

か
わ
る
人
件
費
な
ど
が
当
初

予
算
編
成
時
（
１
４
９
０
万

４
千
円
）
の
見
込
み
よ
り
も

増
額
と
な
り
、
今
年
度
の
便

利
バ
ス
運
行
費
用
に
不
足

（
８
８
５
万
６
千
円
）
が
生

じ
た
た
め
補
正
す
る
も
の
。

そ
の
他
、
五
差
路
歩
道
整
備

に
お
け
る
用
地
購
入
な
ど
。

問　

な
ぜ
、
８
８
５
万
６
千

円
の
増
額
に
な
る
の
か
。

答　

平
成
28
年
１
月
15
日
に

軽
井
沢
町
で
発
生
し
た
ス
キ

ー
バ
ス
転
落
事
故
を
契
機
と

し
て
、
国
土
交
通
省
か
ら
バ

ス
運
行
事
業
者
に
対
し
て
運

行
管
理
体
制
に
つ
い
て
の
強

化
・
改
善
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
内
容
が
具
体
的
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
運
行
管
理
体
制

及
び
人
件
費
な
ど
に
つ
い
て

改
善
を
図
る
た
め
増
額
と
な

っ
た
。

問　

増
額
の
検
証
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　

そ
の
後
の
金
額
は
過
去

の
見
積
額
や
、
改
め
て
他
業

者
か
ら
の
見
積
を
通
じ
て
適

正
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

問　

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い

て
、
町
は
議
会
に
対
し
て
ど

う
説
明
を
し
て
き
た
の
か
。

答　

当
初
予
算
を
議
会
に
上

程
説
明
済
み
で
あ
る
こ
と
か

6月定例議会

　

６
月
定
例
議
会
は
、
５
月
25
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
13
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
７
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
修
正
動
議

が
出
さ
れ
、
修
正
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
修
正
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
た
部
分
を
除
く
一
般
会
計
補
正
予
算
の
原
案
に
つ
い
て
は
、
賛
否
同
数
の
た
め
、
議
長

の
裁
決
に
よ
り
可
（
賛
成
）
と
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
６
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
の
「『
共
謀
罪
』(

テ
ロ
等
準
備
罪)

の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書
」
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
提
案
理
由

便
利
バ
ス
の
委
託
料
に

質
疑
が
集
中

委
託
料
や
安
全
問
題
を
精
査
す
る
必
要
あ
り

便利バスの増額分885 万円を削除

主
な
質
疑

　
議
員
が
修
正
動
議　

賛
成
７
、
反
対
５
で
可
決

みやしろ議会だよりNo.103 2



2017年（平成29年）６月定例議会

ら
、
追
加
の
補
正
予
算
が
必

要
な
状
況
と
な
り
、
３
月
議

会
中
に
説
明
を
行
っ
た
。

問　

議
会
へ
の
説
明
が
３
月

17
日
。
す
で
に
総
務
文
教
委

員
会
に
お
い
て
予
算
の
採
決

が
行
わ
れ
た
後
で
あ
り
、
な

ぜ
審
議
中
に
説
明
を
し
な
か

っ
た
の
か
。
そ
こ
が
問
題
だ
。

答　

町
と
し
て
も
、
１
月
の

時
点
で
精
査
が
で
き
て
い
れ

ば
、
間
に
合
っ
た
部
分
も
あ

る
の
で
、
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。

問　

軽
井
沢
の
事
故
で
国
土

交
通
省
か
ら
総
合
的
な
対
策

が
平
成
28
年
６
月
３
日
に
発

表
さ
れ
て
い
る
。
整
備
管
理

者
の
増
員
は
求
め
ら
れ
て
い

な
い
が
、
そ
の
検
証
は
。

答　

整
備
管
理
者
の
改
善
内

容
の
記
述
は
な
い
と
思
う
。

問　

運
行
管
理
者
は
平
成
29

年
12
月
施
行
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
の
増
額
は
お
か
し
い

の
で
は
。

答　

運
行
管
理
者
は
、
自
動

車
運
送
事
業
ご
と
に
選
任
と

し
、
こ
れ
ま
で
の
３
人
か
ら

５
人
。
便
利
バ
ス
の
方
は
２

人
に
な
っ
た
。
便
利
バ
ス
は

３
５
９
日
運
行
す
る
の
で
、

２
人
で
見
る
と
い
う
形
で
見

直
し
を
し
た
。

問　

町
民
の
立
場
か
ら
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

議
会
に
対
し
、
業
者
と

交
渉
中
で
あ
る
と
い
う
報
告

を
す
べ
き
だ
っ
た
。
業
者
と

の
交
渉
の
中
で
、
金
額
よ
り

も
便
利
バ
ス
の
運
行
を
止
め

な
い
と
い
う
こ
と
を
最
優
先

に
考
え
た
結
果
で
あ
る
。

<

賛
成
７
、
反
対
５
で
可
決>

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
に
つ
い
て
は
、
原
案
か
ら

総
務
費
の
う
ち
「
便
利
バ
ス

の
委
託
料
の
増
額
分
８
８
５

万
６
千
円
を
削
除
し
、
総
額

95
億
８
２
６
８
万
円
を
95
億

７
３
８
２
万
４
千
円
」
と
修

正
す
る
も
の
。

<

賛
成
６
、
反
対
６
で
同
数
、

議
長
裁
決
で
可
と
し
、
可
決>

　

既
定
の
予
算
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
５
９
８
２
万
４
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
95
億
７
３

８
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
修
正
案
の

部
分
を
除
い
た
原
案
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
修
正
案
）

便利バスの増額分885 万円を削除
平成29年度一般会計補正予算

山
下
秋
夫
議
員

　

町
の
説
明
が
不
十
分
。
便

利
バ
ス
の
委
託
料
の
増
額
分

に
つ
い
て
、
町
か
ら
中
田
商

会
と
の
交
渉
内
容
が
議
会
へ

報
告
が
あ
っ
た
の
は
、
３
月

議
会
の
審
議
が
終
了
し
、
採

決
後
で
あ
る
。
こ
れ
は
議
会

軽
視
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
安
全
が
第
１
な
の
で
、

修
正
案
に
賛
成
す
る
。

修
正
案
に
賛
成
討
論

3
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一般質問項目一覧（抽選順）

　一般質問は５月29日、30日、６月１
日の３日間おこなわれました。
　12人の議員が登壇し、和戸横町の開
発、便利バス、道路整備、浸水対策など
46項目にわたり、町の考えをただしま
した。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が507字以内にまとめ、編集
したものです。

本会議の様子

１. 唐沢 捷一 議員……………………………… P ５ 
① 榎本町長再選の出馬表明
② 副町長の役割
③ 町庁舎駐車場の現状

２. 野原 洋子 議員……………………………… P ６
① 北朝鮮のミサイルの危機に対する対策は
② 笠原地区の冠水対策の進ちょくは
③  東武動物公園駅西口の東武鉄道所有地のイメー

ジアップ

３. 丸藤 栄一 議員……………………………… P ７
① 第1期榎本町政の検証
②  国保の都道府県化で、宮代町の国保はどうなる

のか
③ 県道蓮田杉戸線の拡幅整備
④ 組体操の指針

４. 伊草 弘之 議員……………………………… P ８
①  現在の町政は積極的に行政情報を公開している

か
②  協働によるまちづくりに必要な、市民参加の取

り組み状況は

５. 　山 妙子 議員……………………………… P ９
①  集会所のトイレなど水回りの改修は実情に合っ

たものにすべきではないか
②  民生委員・児童委員が不足している地域への補

充を確実に
③  雨の日の町立保育園の送迎時、送迎場所に配慮

を

６. ⻆野 由紀子 議員…………………………… P10
① 防災対策
② 就学援助の入学前支給を可能にするための対応
③ 国納の山

７.  小河原 正 議員……………………………… P11
① 便利バス
② 笠原地域浸水対策
③ 和戸横町の開発
④ 新しい村

８.  関　弘秀 議員……………………………… P12
① 自殺対策
② 空き家対策
③  道仏土地区画整理地内、また、周辺を含めた交

通安全対策
④ 新橋通り線・五差路歩道設置の進ちょく状況

９. 中野 松夫 議員……………………………… P13
① 町長の真意は
② 和戸横町地区市街地整備プロジェクトチーム
③ 道仏土地区画整理事業の評価は
④ 近隣市との道路整備についての協議は

10. 石井 眞一 議員……………………………… P14
①　東武動物公園駅東口整備
② 歩車分離式信号の設置
③ 和戸横町地区企業誘致の進ちょく状況
④ 町内循環バスの運行ルートの見直し
⑤ 側溝に蓋かけを

11. 金子 正志 議員……………………………… P15
① 駅利用者
② 商店会
③ 小売業年間販売額、製造品出荷額の推移
④ 労働力人口、生産年齢人口
⑤ 合併の枠組み
⑥ 町の現状の告知
⑦ 住民投票を実施すると考えてよいか

12. 山下 秋夫 議員……………………………… P16
① 水道料金の値下げ
② 公民館の建屋・設備
③ 交通安全対策
④ 和戸駅ホームの屋根の延長

九

町政をただす



一 般 質 問
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問 

町
庁
舎
に
自
動
車
で
の
来

庁
者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
今
後
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
は
大
丈
夫
か
。

答 

企
画
財
政
課
長　

役
場
庁

舎
駐
車
場
は
、
公
用
車
駐
車
場

を
除
き
、
来
庁
者
の
駐
車
は
61

台
分
確
保
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
進
修
館
駐
車
場
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
駐
車
場
を
除

き
、
47
台
分
確
保
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
来
庁
の
際
は
、
立

地
と
利
便
性
を
最
大
限
活
用
し

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

町
長
の
再
出
馬
に
つ
い
て

問 

町
長
は
今
秋
10
月
の
町
長

選
挙
に
再
出
馬
を
表
明
し
た
。

　

１
期
４
年
間
の
成
果
と
課
題

を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。

答 

町
長　

町
長
就
任
以
来
、

5
つ
の
公
約
を
掲
げ
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
全
力
で
町
政
運
営

に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
が

挙
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
。
今
後

も
み
な
さ
ん
の
数
多
く
の
貴
重

な
意
見
を
活
か
し
な
が
ら
、

﹁
す
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
﹂

の
宮
代
町
実
現
に
向
け
て
全
力

で
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

副
町
長
の
役
割
に
つ
い
て

問 

副
町
長
に
就
任
し
て
１
年

が
過
ぎ
、
こ
の
間
、
町
政
運
営

に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
か
、
率
直
な
気
持
ち
を

聞
き
た
い
。

答 

副
町
長　

町
長
の
基
本
政

策
実
現
に
向
け
て
、
職
員
や
町

民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
特
に
、
都
市
基

盤
整
備
は
県
職
員
時
代
の
知
識

と
経
験
を
活
か
し
て
、
町
長
を

支
え
て
き
た
。

催し時は満車状態の駐車場

来庁者駐車（進修館含む）108台分確保
町庁舎、駐車場のスペースは大丈夫か

唐
沢
捷
一　

議
員
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Jアラートが鳴ったらどうするか、どこに避難するのか

野
原
洋
子　

議
員

問 

①
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に

備
え
た
避
難
訓
練
な
ど
は
検
討

し
て
い
る
か
。
②
町
の
ミ
サ
イ

ル
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
現
在
、

当
町
で
は
ミ
サ
イ
ル
に
特
化
し

た
避
難
訓
練
の
予
定
は
な
い
が
、

ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
応
方
法
は
国

民
保
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲

載
の
情
報
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
地
域
防
災
訓
練
時
な
ど

に
広
く
周
知
し
て
い
く
。

　

②
ミ
サ
イ
ル
に
特
化
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
が
、
地
域
防

災
計
画
の
職
員
配
備
体
制
に
準

じ
て
状
況
に
応
じ
活
動
体
制
を

整
え
て
い
る
。
し
か
し
、
補
足

的
な
資
料
の
整
備
は
必
要
と
考

え
、
早
急
に
対
応
し
て
い
く
。

　

笠
原
冠
水
対
策
は

問 

笠
原
冠
水
対
策
の
進
ち
ょ

く
状
況
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

昨
年
度
発
注
し
た
浸
水
地
域

解
消
検
討
基
本
設
計
業
務
は
、

笠
原
2
丁
目
内
外
41
・
3
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
対
象
と
し
、
調
査
の

結
果
か
ら
複
数
の
対
策
案
を
立

案
し
た
。
短
期
計
画
で
は
道
路

表
面
水
の
カ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ト
の

見
直
し
な
ど
、
中
期
計
画
は
道

路
の
嵩
上
げ
、
長
期
計
画
は
貯

留
施
設
な
ど
で
あ
る
。
ま
ず
は

短
期
計
画
を
完
了
さ
せ
効
果
を

検
証
し
、
中
期
計
画
以
降
の
見

直
し
を
し
て
い
く
。

西
口
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

問 

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

花
作
り
や
ヤ
ギ
に
よ
る
除
草

を
東
武
鉄
道
に
申
し
入
れ
た
。

引
き
続
き
町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
な
ら
な
い
方
法
を
お
願
い

す
る
。

地
域
防
災
訓
練
時
な
ど
に
周
知
し
て
い
く

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
の
危
機
に
対
す
る
対
策
を
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問 

国※
保
の
広
域
化
に
向
け
て

２
回
目
の
埼
玉
県
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
が
３
月
31
日
に

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
国
保
運
営

方
針
の
原
案
や
標
準
保
険
税
額

の
試
算
が
示
さ
れ
た
。
宮
代
町

の
試
算
結
果
の
数
値
に
対
す
る

見
解
を
。

答 

住
民
課
長　

１
人
当
た
り

の
保
険
税
︵
12
万
７
８
９
４

円
︶
も
、
県
平
均
︵
13
万
５
０

８
１
円
︶
を
下
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
増
加
率
は
県
平
均

︵
40
・
５
％
増
︶
よ
り
高
く

︵
48
・
81
％
増
︶
な
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

国
保
の
広
域
化
に
よ
っ
て

宮
代
町
の
国
保
税
は
、
さ
ら
に

上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
宮
代

町
と
し
て
は
財
政
運
営
の
主
体

が
県
に
移
行
し
た
後
も
、
法
定

外
繰
入
を
実
施
し
て
い
く
考
え

は
。

答 

住
民
課
長　

都
道
府
県
化

に
よ
り
急
激
な
保
険
税
の
変
化

と
な
ら
な
い
よ
う
、
法
定
外
繰

入
金
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
、

納
税
者
へ
の
影
響
な
ど
を
考
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

五
差
路
歩
道
整
備
の

進
ち
ょ
く
は

問 

五
差
路
の
歩
道
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
に
用
地
を
買

収
し
、
来
年
度
は
整
備
工
事
が

行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

用
地
買
収
の
進
ち
ょ
く
状
況
と
、

歩
道
整
備
の
工
事
が
始
ま
っ
た

場
合
、
東
小
学
校
の
児
童
へ
の

影
響
は
大
丈
夫
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

地
権
者
と
の
交
渉
は
、
契
約

の
合
意
に
向
け
て
交
渉
を
順
調

に
進
め
て
い
る
。
児
童
へ
の
支

障
は
な
い
。

納税者への影響などを考えながら検討する

自分自身の健康を守るためにも健康診断は大切です

国保の広域化にむけ、法定外繰入の実施を

丸
藤
栄
一　

議
員

※ 

国
保
の
広
域
化
と
は
２
０
１
８
年
度

か
ら
都
道
府
県
が
国
民
健
康
保
険
の

「
保
険
者
」
と
な
り
、
市
町
村
の
国

保
行
政
を
統
括
・
監
督
す
る
こ
と
で

す
。
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伊
草
弘
之　

議
員

町
民
に
広
く
情
報
の
公
開
と
公
表
に
努
め
て
い
る

町のホームページは見やすくなったというが、情報公開はどうか？

問 

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新

し
く
し
た
理
由
と
、
そ
の
効
果

に
つ
い
て
伺
う
。

　

②
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

閲
覧
で
き
た
多
く
の
情
報
が
消

え
て
い
る
。
復
活
を
求
め
る
。

　

③
﹁
小
中
学
校
適
正
配
置
の

審
議
会
﹂
議
事
録
も
消
え
て
い

る
。
進
行
中
の
情
報
は
、
引
き

続
き
掲
載
す
べ
き
。

答 

総
務
課
長　

①
理
由
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
配
慮

や
、
環
境
の
変
化
に
適
応
し
て

い
く
た
め
に
再
構
築
が
必
要
と

判
断
し
た
。
効
果
は
、
﹁
み
や

す
さ
﹂
を
追
求
し
た
デ
ザ
イ
ン

に
努
め
た
結
果
、
月
２
万
件
の

閲
覧
増
と
な
っ
た
。

　

②
﹁
積
極
的
な
行
政
情
報
の

公
開
﹂
と
い
う
原
点
に
立
ち
返

り
、
公
開
し
て
い
る
内
容
を
精

査
し
、
必
要
な
情
報
は
復
活
す

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　

③
進
行
中
の
事
業
や
重
要
な

政
策
に
関
す
る
情
報
な
ど
は
、

再
度
精
査
し
、
必
要
に
応
じ
て

公
開
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
て

い
く
。

市
民
参
加
の
取
り
組
み

問 

①
最
近
の
市
民
参
加
の
問

題
点
と
、
今
後
の
あ
り
方
は
。

　

②
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

検
証
は
、
ど
の
よ
う
な
市
民
参

加
の
手
法
を
用
い
た
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ
な
が
り

が
希
薄
と
な
り
、
市
民
参
加
が

少
な
い
傾
向
に
あ
る
。
今
後
は

市
民
参
加
計
画
に
基
づ
き
、
手

法
、
取
り
組
み
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

答 

企
画
財
政
課
長　

②
平
成

28
年
の
検
証
は
、
住
民
意
識
調

査
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

現
町
政
は
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
て
い
る
か
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問 

①
集
会
所
の
ト
イ
レ
の
現

状
。
②
改
修
の
基
準
と
打
ち
合

わ
せ
は
き
め
細
や
か
で
あ
る
か
。

③
女
性
の
意
見
は
反
映
さ
れ
て

い
る
か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
男
女

別
に
ト
イ
レ
が
分
か
れ
て
い
る

の
は
37
箇
所
中
13
箇
所
。
集
会

所
の
多
く
は
入
り
口
が
１
つ
、

中
で
男
女
別
な
ど
、
男
女
共
用

が
多
い
の
が
現
状
。

　

②
基
準
は
な
い
が
、
集
会
所

整
備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
き
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
時

代
変
化
に
よ
り
必
要
に
な
っ
た

改
修
と
し
、
冷
暖
房
器
具
の
設

置
な
ど
に
対
し
補
助
す
る
も
の
、

特
に
和
式
か
ら
洋
式
へ
の
変
更

を
補
助
の
対
象
。

　

③
各
地
区
へ
の
移
管
に
伴
い
、

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
各
地
域

の
判
断
を
尊
重
し
て
い
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

問 

①
委
員
の
方
々
の
ご
苦
労

は
計
り
知
れ
な
い
。
な
り
手
が

な
く
兼
務
し
て
い
る
地
域
は
あ

る
か
。
②
研
修
の
内
容
、
男
女

比
・
年
齢
は
。

答 

福
祉
課
長　

①
民
生
委
員

推
薦
会
で
改
選
事
務
を
行
い
定

数
50
、
担
当
地
区
数
50
、
主
任

児
童
委
員
３
、
現
在
欠
員
ゼ
ロ

で
あ
る
。
②
内
部
研
修
、
視
察

研
修
や
県
な
ど
の
研
修
。
男
性

15
名
で
28
％
、
女
性
38
名
で
72

％
。
40
代
か
ら
70
代
、
全
体
平

均
は
65
・
5
歳
。

町
立
保
育
園
の
雨
の
日
対
策

問 

駐
車
場
か
ら
園
内
に
屋
根

な
ど
の
設
置
で
利
用
者
に
寄
り

添
っ
た
迅
速
な
取
り
組
み
を
。

答 

福
祉
課
長　

利
用
者
へ
の

配
慮
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識
、

ど
の
よ
う
な
進
め
方
が
効
果
的

か
慎
重
に
検
討
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

多くの集会所は入り口１つ男女共用が実態

個人を尊重したプライバシーを保てるトイレの改修・整備が必要

集会所のトイレの改修は実情に合うものに

九
山
妙
子　

議
員
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⻆
野
由
紀
子　

議
員

協
定
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
す
る

防災訓練の様子〈須賀小学校・百間小学校にて〉

問 

公
共
施
設
の
避
難
所
に
つ

い
て
、
熊
本
地
震
で
は
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
運
営
は
不
可
欠

と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
結
果
も
出
て

い
る
。
避
難
所
立
ち
上
げ
や
役

割
分
担
な
ど
明
確
に
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
が
。

答 

町
民
生
活
課
長　

指
定
管

理
者
が
管
理
す
る
施
設
に
つ
い

て
、
避
難
所
運
営
の
た
め
の
協

定
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

避
難
所
と
な
る
ト
イ
レ
の

数
は
。
洋
式
化
は
。
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
は
ど
う
か
。

答 
町
民
生
活
課
長　

洋
式
化

率
、
小
学
校
は
32
％
︵
73
基
︶
、

中
学
校
は
25
％
︵
42
基
︶
、
公

民
館
は
44
％
︵
13
基
︶
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
進
修
館
四
季

の
丘
に
３
基
設
置
し
て
あ
る
。

さ
ら
な
る
設
置
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

建
物
の
屋
上
に
施
設
名
を

表
記
す
る
ヘ
リ
サ
イ
ン
の
検
討

を
。
例
え
ば
須
賀
小
な
ど
に
。

答 

町
民
生
活
課
長　

近
隣
の

設
置
状
況
な
ど
調
査
し
て
い
く
。

就
学
援
助
の
前
倒
し
支
給
を

問 

就
学
援
助
の
入
学
前
支
給

を
可
能
に
す
る
た
め
、
要
綱
や

予
算
措
置
な
ど
確
実
に
準
備
を

進
め
る
べ
き
だ
が
。

答 

教
育
推
進
課
長　

入
学
前

支
給
が
望
ま
し
い
こ
と
は
、
町

も
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
申

請
期
間
や
所
得
状
況
が
判
明
し

て
か
ら
の
認
定
な
ど
相
当
な
時

間
を
か
け
、
課
題
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
る
。
入
学
前
支
給
が

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
の
避
難
所
、
指
定
管
理
者
と
の
協
定
は
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問 

笠
原
地
域
浸
水
対
策
に
つ

い
て
、
業
務
委
託
の
調
査
結
果

の
内
容
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

浸
水
地
域
解
消
基
本
設
計
業

務
は
、
複
数
の
対
策
案
を
立
案

し
た
。

　

１
つ
目
は
﹁
道
路
表
面
水
の

カ
ッ
ト
﹂
。
激
し
い
雨
が
降
っ

た
場
合
に
雨
水
が
道
路
表
面
を

伝
わ
っ
て
流
れ
込
む
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
付
横

断
側
溝
を
８
箇
所
設
置
す
る
。

概
算
事
業
費
は
３
０
０
万
円
。

　

２
つ
目
は
﹁
水
門
の
見
直

し
﹂
。
姫
宮
落
し
川
の
水
位
が

上
っ
た
場
合
に
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ

ー
ト
を
１
基
設
置
し
て
逆
流
を

防
ぐ
。
概
算
事
業
費
は
６
０
０

万
円
。

　

３
つ
目
は
﹁
既
設
水
路
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

﹂。
逆
勾
配
と
な
っ
て
い
る

区
間
１
㎞
の
堆
積
土
砂
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫す

る
。
概
算
事
業
費
は
８
０
０
万

円
。

　

４
つ
目
は
﹁
既
設
排
水
路
改

修
﹂
。
概
算
事
業
費
は
２
億
５

０
０
万
円
。

　

５
つ
目
は
﹁
貯
留
量
約
１
万

㎥
の
調
整
池
を
設
置
。
概
算
事

業
費
は
12
億
５
５
０
０
万
円
。

　

６
つ
目
は
﹁
道
路
嵩
上
げ
﹂
。

冠
水
を
受
け
る
道
路
を
地
盤
高

７
ｍ
に
嵩か
さ

上あ

げ
と
影
響
を
受
け

る
宅
地
10
軒
の
嵩
上
げ
。
概
算

事
業
費
は
３
億
３
７
０
０
万
円
。

　

７
つ
目
は﹁
吐は
け
ぐ
ち口

断
面
改
修
﹂。

　

８
つ
目
の
﹁
既
存
の
ポ
ン
プ

増
強
﹂
は
、
埼
玉
県
と
の
協
議
。

　

以
上
の
対
策
案
は
、
短
期
で

概
ね
５
年
、
中
期
で
概
ね
20
年

と
の
こ
と
だ
が
、
短
期
は
９
月

補
正
で
予
算
確
保
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
し
て
い
く
。

９月補正で予算確保できるように検討する

豪雨が心配される笠原地域

笠原地域の浸水対策を早急に実施を

小
河
原　

正　

議
員
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一
時
停
止
の
規
制
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
す
る

交差点にイメージハンプと停止誘導線があるがさらに一時停止
の規制を

問 

道
仏
土
地
区
画
整
理
地
内

及
び
周
辺
の
交
通
安
全
対
策
の

取
り
組
み
、
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

道
路
供

用
開
始
時
に
お
け
る
警
察
協
議

に
お
い
て
、
新
た
に
設
置
さ
れ

る
生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
規

制
を
か
け
な
い
方
針
と
の
こ
と
。

　

規
制
看
板
が
設
置
さ
れ
て
な

い
こ
と
か
ら
、
安
全
確
保
の
た

め
一
部
注
意
喚
起
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。
特
に
、
都
市
計
画

道
路
宮
代
通
り
線
と
中
島
地
内

の
ヤ
ン
マ
ー
か
ら
く
る
通
り
と

の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
事
故

が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
交
差
点
付
近
に
イ
メ

ー
ジ
ハ
ン
プ
と
停
止
誘
導
線
を

設
置
し
た
。
ま
た
、
一
時
停
止

の
規
制
に
つ
い
て
警
察
に
要
望

書
を
提
出
し
た
。
そ
の
他
の
箇

所
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
に
現

地
確
認
の
う
え
対
応
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
及
び
防
犯

灯
設
置
の
取
り
組
み
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
隅
切
り

が
整
備
さ
れ
、
見
通
し
が
確
保

で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
要
望
が

な
く
、
防
犯
灯
は
２
件
の
要
望

に
対
応
し
た
。

問 

字
道
佛
６
４
６
番
地
付
近

の
交
差
点
の
安
全
対
策
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

現
在
、

変
則
の
ク
ラ
ン
ク
道
路
の
よ
う

な
交
差
点
で
道
路
幅
の
狭
い
箇

所
で
幅
員
4.6
メ
ー
ト
ル
で
歩
道

も
な
く
、
迂
回
路
と
し
て
交
通

量
も
増
え
て
お
り
、
﹁
こ
の
先

幅
員
狭
し
﹂
な
ど
の
注
意
喚
起

を
検
討
す
る
。

新
た
な
生
活
道
路
は
規
制
を
か
け
な
い
方
針
か

関　

弘
秀　

議
員
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問 

北
春
日
部
駅
西
口
周
辺
地

区
は
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
可

能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
整
備
事
業
に
合
わ
せ
て
、

町
道
第
２
５
２
号
線
︵
姫
宮
駅

西
口
︶
の
国
道
16
号
ま
で
の
延

伸
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
、
春
日
部
市
と
の
協
議

状
況
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

春
日
部
市
で
は
、
北
春
日
部

駅
西
口
周
辺
地
区
に
、
住
居
系

の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
計
画

し
て
い
る
。
昨
年
度
、
実
態
調

査
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
地
元

の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　

町
道
第
２
５
２
号
線
の
春
日

部
市
へ
の
延
伸
は
、
当
町
に
と

っ
て
も
早
期
実
現
が
望
ま
れ
て

い
る
路
線
で
あ
る
。
昨
年
度
に

春
日
部
市
を
訪
問
し
、
土
地
区

画
整
理
事
業
の
中
で
、
宮
代
へ

の
延
伸
路
線
の
検
討
を
お
願
い

し
た
。
今
年
４
月
下
旬
に
は
現

在
の
状
況
と
今
後
の
予
定
を
伺

っ
て
い
る
。

　

春
日
部
市
は
事
業
計
画
案
の

策
定
に
あ
た
り
、
近
々
、
県
と

の
調
整
に
入
る
。
そ
の
中
で
当

町
へ
の
延
伸
路
線
に
つ
い
て
の

検
討
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
春
日
部
市
と
調
整
を

図
っ
て
い
く
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

役
割
は

問 

役
場
に
今
年
度
４
月
発
足

し
た
﹁
和
戸
横
町
地
区
市
街
地

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
﹂

の
役
割
は
。

答 

副
町
長　

農
地
除
外
の
た

め
の
協
議
な
ど
、
関
係
機
関
と

の
調
整
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
行

い
、
短
期
間
で
当
該
地
の
市
街

化
区
域
へ
の
編
入
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

市の事業計画案検討の中で調整を図る

町道252号線から国道16号線までの延伸に期待

町道252号線延伸で春日部市との協議は

中
野
松
夫　

議
員
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東
武
動
物
公
園
駅
東
口
駅
前
広
場
の
事
業
認
可
は

問 

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
整

備
に
つ
い
て
。
①
駅
前
広
場
区

域
内
建
物
な
ど
の
現
地
調
査
の

進
ち
ょ
く
は
。
②
事
業
認
可
に

向
け
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
③
埼
玉
県
・
杉
戸
町
と

の
具
体
的
な
連
携
協
議
は
。
④

国
・
県
の
補
助
金
の
交
付
見
通

し
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

①
建
物
な
ど
の
調
査
に
つ
い

て
は
、
対
象
と
な
る
14
人
中
11

人
の
調
査
が
完
了
。
残
り
の
３

人
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
調

査
を
進
め
て
い
く
。
調
査
結
果

に
つ
い
て
は
６
月
中
を
目
途
に

取
り
ま
と
め
が
完
了
す
る
予
定
。

　

②
物
件
な
ど
の
調
査
結
果
を

反
映
さ
せ
た
事
業
計
画
を
作
成

し
、
６
月
中
に
埼
玉
県
へ
申
請

で
き
る
よ
う
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
埼
玉
県
に
よ
る
認
可
に
つ

い
て
は
申
請
か
ら
１
か
月
程
度

の
期
間
が
か
か
る
と
聞
い
て
い

る
。

　

③
埼
玉
県
と
は
、
駅
前
広
場

の
事
業
認
可
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
の
協
議
を
進
め
て

い
る
。
事
業
認
可
後
に
事
業
が

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
補

助
金
の
協
議
に
つ
い
て
も
あ
わ

せ
て
進
め
て
い
る
。
杉
戸
町
と

の
協
議
で
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
事
業
費
に
対
す
る
協
力
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

駅
前
広
場
の
整
備
事
業
費
に
対

し
て
国
庫
補
助
金
を
除
い
た
額

の
２
割
負
担
の
協
力
を
し
て
い

た
だ
け
る
見
込
み
。
近
々
中
に

覚
書
を
締
結
し
た
い
。

　

④
東
口
駅
前
事
業
と
し
て
は
、

７
月
中
の
事
業
認
可
後
に
内
示

額
で
あ
る
約
１
０
０
０
万
円
を

充
当
し
、
用
地
買
収
を
進
め
て

い
く
。

６
月
中
に
埼
玉
県
へ
認
可
申
請
７
月
事
業
認
可

早期の事業認可が待たれる東武動物公園駅東口駅前広場

石
井
眞
一　

議
員
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問 

①
町
内
の
駅
の
乗
降
客
数

は
。

　

②
町
外
で
利
用
が
多
い
の
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

①
１
日

当
た
り
の
乗
降
客
数
は
、
東
武

動
物
公
園
駅
の
ピ
ー
ク
は
平
成

元
年
の
、
４
万
１
５
２
４
人
↓

３
万
２
１
６
０
人
︵
平
成
27
年

度
︶
。

　

姫
宮
駅
の
ピ
ー
ク
は
平
成
５

年
６
８
７
１
人
↓
５
３
２
５
人
。

　

和
戸
駅
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
60

年
８
４
３
６
人
↓
４
１
２
７
人
。

　

②
３
つ
の
駅
と
も
杉
戸
町
と

の
町
堺
に
近
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
姫
宮
駅
、
東
武
動
物
公

園
駅
、
和
戸
駅
と
も
杉
戸
町
の

方
々
の
利
用
が
多
い
と
想
定
さ

れ
る
。

問 

町
内
の
小
売
業
年
間
販
売

額
、
製
造
品
出
荷
額
は
。

答 

産
業
観
光
課
長　

小
売
業

年
間
販
売
額
ピ
ー
ク
︵
平
成
６

年
︶
１
７
１
億
円
↓
１
１
２
億

２
千
万
円
︵
平
成
26
年
︶
。

　

製
造
品
出
荷
額
︵
平
成
元

年
︶
１
５
９
億
円
↓
78
億
５
千

万
円
︵
平
成
26
年
︶
。

問 

合
併
直
接
請
求
が
行
わ
れ

た
場
合
、
す
み
や
か
に
手
続
き

を
す
す
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

答 

町
長　

合
併
対
象
市
町
村

に
対
し
て
議
会
に
付
議
す
る
か

否
か
の
意
見
照
会
を
し
、
付
議

す
る
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
ら

合
併
協
議
会
設
置
の
議
案
を
議

会
に
提
出
す
る
な
ど
、
制
度
に

則
り
手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

問 

枠
組
み
を
決
め
て
直
接
請

求
が
あ
っ
た
場
合
、
住
民
投
票

を
実
施
す
る
と
考
え
て
よ
い
か
。

答 

企
画
財
政
課
長　

住
民
投

票
は
、
具
体
的
な
相
手
や
合
併

後
の
市
町
村
の
姿
を
示
し
実
施

を
検
討
す
る
。

３つの駅とも杉戸町住民の利用が多い

歩道のない、狭くて危険な駅前道路。東武動物公園駅東口

宮代町民に次ぐ、駅の利用状況は

金
子
正
志　

議
員
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新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
検
討

高い水道料金は値下げを！

問 

公
営
企
業
は
利
益
第
一
主

義
で
は
な
い
。
剰
余
金
が
12
億

６
８
０
９
万
円
も
積
立
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
水
道
料
金
は
下

げ
る
べ
き
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

今
後
40
年
間
で
約
61
億
円
の

設
備
投
資
が
必
要
で
、
新
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
財
政
計
画
を

見
直
す
。
黒
字
額
が
多
い
の
は
、

口
径
別
分
担
金
収
納
が
多
い
た

め
で
あ
る
。

問 

営
業
収
益
性
で
県
内
で
は
、

２
位
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、

収
益
性
と
水
道
料
金
が
高
い
。

答 
ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

今
後
、
黒
字
額
は
減
少
し
て

く
る
。

問 

平
成
27
年
度
単
年
度
決
算

で
は
１
億
９
千
万
円
の
利
益
が

あ
る
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

平
成
27
年
度
は
決
算
ど
お
り

で
あ
る
。

問 

和
戸
公
民
館
の
雨
漏
り
の

修
繕
を
す
る
べ
き
で
は
。　

答 

教
育
推
進
課
長　

原
因
を

調
査
し
、
特
定
し
て
工
事
を
進

め
る
考
え
で
あ
る
。
安
全
安
心

の
観
点
か
ら
早
急
に
対
応
す
る
。

問 

交
通
安
全
対
策
の
た
め
、

宮
代
郵
便
局
付
近
の
歩
道
と
、

宮
代
台
の
側
溝
の
蓋
架
け
の
整

備
を
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

歩
道
整
備
は
更
地
の
時
点
で

買
収
の
予
定
。
側
溝
の
蓋
架
け

は
、
側
溝
機
能
に
支
障
が
な
い

状
況
で
あ
る
。

問 

歩
道
整
備
に
支
障
の
な
い

場
所
は
県
に
要
望
す
べ
き
で
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

県
土
整
備
事
務
所
に
情
報
を

伝
え
る
。

問 

和
戸
駅
の
屋
根
の
延
長
を
。

答 

企
画
財
政
課
長　

東
武
は

各
駅
の
安
全
改
修
を
先
行
予
定

で
あ
る
。

高
す
ぎ
る
水
道
料
金
の
値
下
げ
を

山
下
秋
夫　

議
員
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　安倍政権が、いま、通常国会で共謀罪（いわゆるテロ等準備罪）
法案を成立させようとしていることは、きわめて重大であります。
　共謀罪は、国民の思想や内心を処罰の対象とする違憲立法であり
ます。「テロ対策」の名で国民をあざむき、国民の思想や内心まで
取り締まろうという共謀罪は、モノ言えぬ監視社会をつくり、安倍
政権がすすめる「戦争する国」づくりの一環であり、現代版「治安
維持法」というべき悪法にほかなりません。
以上の趣旨から政府に対し、下記事項の実施を強く求めます。
１.　「共謀罪」（テロ等準備罪）は法制化しないこと。

賛成８、反対４で可決し、政府へ―――――――――――――――――――
安倍内閣総理大臣や金田法務大臣などへ送りました

意 見 書

「共謀罪」（テロ等準備罪）の法制化に反対する意見書 (抜粋)

反
対
討
論 

⻆
野
由
紀
子
議
員

　

テ
ロ
等
準
備
罪
を
新
設
す
る
理
由

は
、
テ
ロ
な
ど
の
組
織
的
犯
罪
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
国
際
社
会
と
の
連
携
が
必
要
。
組

織
犯
罪
処
罰
法
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
条
約
締

結
に
必
要
な
国
内
法
整
備
で
あ
る
。

賛
成
討
論 

野
原
　
洋
子
議
員

　

共
謀
罪
が
新
設
さ
れ
れ
ば
、
将
来

的
に
捜
査
当
局
に
よ
る
強
制
捜
査
、

盗
聴
を
は
じ
め
と
し
た
捜
査
権
の
乱

用
や
人
権
侵
害
が
頻
発
す
る
の
で
は

と
危
惧
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

賛
成
討
論 

小
河
原
　
正
議
員

　

共
謀
罪
は
一
般
の
人
が
調
査
の
対

象
。
異
議
を
持
つ
市
民
が
相
談
し
た

だ
け
で
も
つ
ぶ
せ
る
よ
う
な
監
視
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。
世
論

調
査
で
は
政
府
の
説
明
が
不
十
分
だ

と
国
民
の
多
数
が
示
し
て
い
る
。

賛
成
討
論 

唐
沢
　
捷
一
議
員

　

多
く
の
学
者
、
文
化
人
、
宗
教
人
、

放
送
関
係
者
等
々
が
反
対
。
時
計
の

針
を
戦
前
に
巻
き
戻
す
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
ま
し
て
や
気
が
つ
い
た
と

き
は
時
す
で
に
遅
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論 

　
山
　
妙
子
議
員

　

国
民
の
多
く
が
法
案
の
内
容
を
十

分
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
た
く
さ

ん
の
意
見
を
法
学
者
が
言
っ
て
い
る

が
、
強
行
採
決
は
絶
対
許
せ
な
い
。

市・町の
共同事業 一部事務組合の平成₂₉年度予算

久
喜
宮
代
衛
生
組
合

広
域
利
根
斎
場
組
合

　

₃₆
億
２
０
０
０
万
円

（
前
年
度
比
7.7
％
増
）

▼
構
成　

久
喜
市
、
宮
代
町
の
１
市
１
町

▼
主
な
収
入

　

負
担
金　

29
億
３
２
８
６
万
円

︵
宮
代
町
は
４
億
７
７
８
０
万
円
︶

▼
主
な
支
出

塵
芥
処
理
費  　

23
億
６
９
５
９
万
円

︵
う
ち
委
託
料　

17
億
３
２
９
６
万
円
︶

　

２
億
５
１
０
７
万
円

（
前
年
度
比
₂.₃
％
増
）

▼
構
成　

 

加
須
市
、
久
喜
市
、
幸
手
市
、
宮

代
町
の
３
市
１
町

▼
主
な
収
入

　

負
担
金　

１
億
１
０
０
０
万
円

︵
宮
代
町
は
８
８
１
万
円
︶

施
設
使
用
料
１
億
５
３
４
万
円

▼
主
な
支
出

委
託
料
︵
施
設
管
理
等
︶　

９
２
９
６
万
円

需
用
費
︵
燃
料
費
等
︶　

４
４
８
８
万
円

　

₆₄
億
１
７
９
３
万
円

（
前
年
度
比
₄.₆
％
減
）

▼
構
成　

 

加
須
市
、
久
喜
市
、
幸
手
市
、
白

岡
市
、
宮
代
町
、
杉
戸
町
の
４
市

２
町

▼
主
な
収
入

　

負
担
金　

63
億
３
５
３
７
万
円

︵
宮
代
町
は
４
億
７
９
４
３
万
円
︶

▼
主
な
支
出

常
備
消
防
費　
　
　
　
　

59
億
63
万
円

常
備
消
防
施
設
費　

２
億
４
２
５
５
万
円

埼
玉
東
部
消
防
組
合

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

九、
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Q　

議
会
の
傍
聴
資
料
は
、
回

収
し
な
い
市
も
あ
る
。
委
員
会

資
料
は
傍
聴
し
な
い
と
、
存
在

す
ら
分
か
ら
な
い
。
傍
聴
の
受

付
簿
は
見
直
さ
れ
た
が
、
年
齢

を
記
載
す
る
の
は
、
宮
代
町
だ

け
で
あ
る
。

A　

傍
聴
資
料
の
配
布
に
つ
い

て
は
、
委
員
会
資
料
の
よ
う
に

量
が
多
い
も
の
を
ど
う
す
る
か
、

な
ど
を
精
査
し
解
決
し
て
い
く
。

年
齢
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
検

討
す
る
。

Q　

新
し
い
村
は
町
直
営
に

な
っ
た
が
、
議
会
か
ら
指
定

管
理
者
と
し
て
否
定
さ
れ
た
会

社
が
引
き
続
き
運
営
し
て
い
る
。

議
会
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
て
い
な
い
。

A　

事
業
結
果
は
、
今
後
議
会

に
報
告
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

受
け
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
■ 

予
算
は
本
来
ど
の
く
ら
い

必
要
か
。
歳
出
を
抑
え
る
努
力

が
必
要
で
、
そ
の
成
果
に
つ
い

て
報
告
し
て
も
ら
い
た
い
。

■ 

日
本
工
業
大
学
の
学
生
に

住
民
登
録
し
て
も
ら
い
町
民
に
。

歳
入
の
確
保
を
意
識
し
て
。

■ 

町
は
、
和
戸
駅
西
口
の
開

発
は
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る

が
、
分
か
り
や
す
い
説
明
を
。

Q　

便
利
バ
ス
は
、
11
時
台
と

12
時
台
の
バ
ス
が
な
い
。
な
ぜ

増
便
で
き
な
い
の
か
。

A　

運
転
手
の
休
息
時
間
な
ど

や
安
全
上
の
観
点
か
ら
空
白
の

時
間
帯
が
あ
る
。
平
成
30
年
４

月
か
ら
の
改
正
に
合
わ
せ
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

Q　

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
開

発
の
具
体
的
な
方
針
は
。

A　

今
年
度
中
に
事
業
認
可
を

取
得
し
、
用
地
買
収
に
入
る
予

定
で
あ
る
。
事
業
は
補
助
金
に

合
わ
せ
進
め
て
い
く
。

Q　

和
戸
横
町
は
、
ど
の
よ
う

に
開
発
を
進
め
て
い
く
の
か
。

A　

平
成
26
年
度
に
地
元
の
産

業
団
地
誘
致
協
議
会
か
ら
陳
情

書
を
受
け
て
、
検
討
し
て
き
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
、

県
と
調
整
し
て
い
る
。

Q　

笠
原
２
丁
目
は
、
豪
雨
で

床
下
ま
で
浸
水
し
た
。
抜
本
的

な
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

A　

被
害
解
消
を
目
指
し
調
査

を
実
施
し
た
。
水
路
浚し

ゅ
ん
せ
つ
渫
は
早

期
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Q　

和
戸
駅
西
側
の
盛
土
の
撤

去
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

A　

残
土
は
原
因
者
が
撤
去
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
、
土

地
所
有
者
が
亡
く
な
っ
て
お
り

相
続
を
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

現
実
的
に
難
し
い
。
県
な
ど
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
受
け
、
解
決
に

向
け
た
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

Q　

第
１
中
継
ポ
ン
プ
場
か
ら

姫
宮
交
差
点
ま
で
の
整
備
は
。

A　

平
成
30
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

議
会
懇
談
会
の
感
想

■ 

活
発
な
意
見
が
出
て
い
る
。

■ 

こ
の
よ
う
な
会
を
開
催
し
、

町
民
の
声
を
聞
く
こ
と
は
す
ば

ら
し
い
。

■ 

議
会
報
告
は
長
す
ぎ
る
。

■ 

時
間
が
足
り
な
い
。

■ 

参
加
し
た
町
民
も
、
町
を

良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
が
伝

わ
る
。

■ 
参
加
者
が
多
か
っ
た
の
は

良
い
が
、
議
員
の
勉
強
不
足
が

目
立
つ
。

今
後
の
形
式
・
内
容
・
テ
ー
マ

■ 

現
行
通
り
で
良
い
。

■ 

質
問
、
意
見
な
ど
事
前
に

提
出
し
、
時
間
の
効
率
化
を
。

■ 

小
中
学
校
の
統
廃
合
。

■ 

質
問
、
回
答
と
も
、
要
点

を
ま
と
め
て
進
行
し
て
。

議
会
に
対
す
る
ご
意
見

■ 

機
能
、
責
任
を
全
う
し
て
。

■ 

開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、

今
後
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

■ 

新
し
い
村
は
、
議
員
の
間

で
問
題
に
し
て
頂
き
た
い
。

■ 

懇
談
会
は
継
続
し
て
も
ら

い
た
い
。
期
待
し
て
い
る
。

参加者は25人
　５月13日㈯、図書館ホールで「第17回町民と議員との議会懇談会」を開催しました。
総務文教委員会と福祉産業委員会の両委員長から予算審議の内容を報告しました。そ
の後、住民の皆さんと議員により、熱心な意見交換が行われました。
　町に対する質問は、町から回答を得ました。

第17回議会懇談会

議
会
へ
の

意
見
・
要
望
（
抜
粋
）

町
へ
の
意
見
・
要
望

町
か
ら
の
見
解
（
抜
粋
）

ア
ン
ケ
ー
ト
（
抜
粋
）

次回は11月11日㈯予定。
皆様の参加をお待ちしています。
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先進地視察報告

　会津坂下町は会津盆地の西部に位置し、町の東
部平坦地は豊かな水資源に恵まれた肥沃な土地を
形成しており、会津盆地穀倉地帯の一部として、
コシヒカリの銘柄米の産地となっている。
　会津坂下町議会は、①全議員参加のもと予算特
別委員会を設置して審議をしている。②「町民に
開かれた議会を推進するために」ということで、
一般質問を録画配信している。③昨年、７地区で
開催した「町民・議会懇談会」に寄せられた意見
や要望をとりまとめ、提言書にして町長へ提出し
ている。

　主な質問項目は、予算・決算特別委員会の設置
について
① 予算は議員全員、決算は議会選出の監査委員を

除く議員で構成している。
② 執行部の出席者は、３役、会計管理者、各課長、

代表監査委員、説明補助員（財政担当職員、特
別会計担当職員〔発言はしない〕）。

③ 質疑に対する答弁者は、町長、副町長、教育長、
会計管理者、各課長。

　　＊ 主に担当課長が答弁する。所管する事業、
また質問者の指名によって振り分ける。

④ 予算審議に必要な資料は、現在議案の参加資料
として添付しているもので充足している。

⑤ 町内視察は、常任委員会ごとに現地調査を行っ
ている。　

⑥ 本会議における委員長報告は、議会事務局が作
成し、委員長の意見は口述の中に加え、説明時
間は約５分程度である。

　宮代議会は研修で得た成果を生かすよう取り組
んでいきたい。

　鮫川村は福島県いわき市の西に位置し、広さは
宮代町の約８倍、農業、畜産が基盤という。
　鮫川村の議会だよりは、昨年の町村議会広報紙
全国コンクールにおいて、｢企画・構成｣部門で奨
励賞を受賞している。住民による議会モニターを
公募し、１年間意見を聞いて議会運営に役立てて
いる。

◆印刷業者との契約／議会だよりは以前は事務局
が作成していたが、２年間休刊。現在は議員がす
べての編集を行っている。村内に印刷業者はない。
業者が原稿の打ち合わせに役場に来ることはなく、
文章も写真もすべてデータでやり取りする。デー
タが多いから30通ほどメールで送る。

◆議会モニター／モニターは、平成28年度は６人、
今年度は５人。今後継続するかは検討中。
　議会に対する住民アンケートを実施。1,100通配
布し、約800通回収する。良い評価は１割、厳し
い意見が８割。

「議員に何を言っても政策につながらない」
「執行部は質問に答えていない」
「つまらない質問を取り上げる必要があるのか」
「再質問、答弁が長すぎる」（結論は最後のみ）

◆編集方針／読んでもらえることが大切。一方的
に報告するだけではダメだ。
　村から出て行った人に、ふるさと鮫川の思い出
と現在の活動のようすを聞き、紙面に登場させて
いる。村民も楽しみにしている。
　子ども議会は４年目。子ども議員全員の意見を
掲載している。

　村民の顔写真が名前入りで17人も載っている。
次号が待ち遠しくなる「楽しい紙面づくり」に、
学ぶことの多い、充実した視察であった。

６月21日　議会運営委員会 ６月22日　広報委員会

福島県会
あいづ
津坂

ばん げ
下町議会 福島県鮫

さめがわ
川村議会
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無
関
心
や
無
知
で
あ
る
よ
り
少
し
で
も
時

間
が
あ
れ
ば
議
会
を
傍
聴
し
、
私
た
ち
が
町

や
議
員
を
し
っ
か
り
監
視
し
た
方
が
、
よ
り

良
い
ま
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
終
日
、
町
議
会
で
は
「
共
謀
罪
」（
テ

ロ
等
準
備
罪
）
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
８
、
反
対
４
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
６
月
15
日
に
は
残
念
な
が
ら
国

会
で
は
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
意
見
書

は
地
方
議
会
か
ら
国
に
対
し
て
モ
ノ
が
言
え

る
大
切
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

宮
代
町
議
会
は
、
２
０
１
３
年
に
秘
密
保

護
法
反
対
、
２
０
１
５
年
に
安
保
法
制
関
連

法
案
に
反
対
す
る
意
見
書
を
国
な
ど
へ
提
出

し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
良
識
の
府
と
し
て
、
議
員
の

み
な
さ
ん
に
頑
張
っ
て
下
さ
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
島
村
様
、
い
つ
も
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
町
を

見
続
け
て
く
れ
る
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
議

会
の
機
能
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
広
報
委
員
会
）

島村邦夫さん
（山崎地区）発

行
／
宮
代
町
議
会
・
議
会
広
報
委
員
会　

０
４
８
０
（
34
）
１
１
１
１

住
所
／
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
笠
原  

１
‐
４
‐
１

発
行
責
任
者
／
議
長　

合
川
泰
治

　

議
会
が
終
わ
る
と
編
集
委

員
会
が
始
ま
る
。
５
人
の
委

員
で
担
当
を
決
め
、
そ
れ
ぞ

れ
が
原
稿
を
ま
と
め
る
。
内

容
の
チ
ェ
ッ
ク
、
よ
り
見
や

す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
全

員
で
意
見
を
出
し
合
う
。

　

町
民
の
方
々
、
印
刷
業
者
、

議
会
事
務
局
と
も
協
力
し
、

よ
り
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
向
か
う
。
町
を
思
う
、

み
ん
な
の
心
の
こ
も
っ
た
紙

面
を
お
届
け
し
ま
す
。

 

（
金
子
）

　
町
政
や
議
会
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
感
想
な
ど
を
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議 

会 

を

傍
聴
し
て

議
　
案
　
番
　
号

議 案 ・ 主 な 内 容
議
　
決
　
結
　
果

政策会議
みやしろ

新政
宮代

日本
共産党 公明党 みやしろ

絆の会
無
会
派
議
　
長３人 ２人 ２人 ２人 ２人 1人

小
河
原
　
正

石
井
　
眞
一

金
子
　
正
志

伊
草
　
弘
之

中
野
　
松
夫

丸
藤
　
栄
一

山
下
　
秋
夫

関
　
弘
秀

⻆
野
由
紀
子

唐
沢
　
捷
一

九、山
　
妙
子

野
原
　
洋
子

合
川
　
泰
治

₂₅
専決処分の承認を求める…地方税法及び航空燃料譲与税法の一部を改正する法
律が平成29年３月31日に公布されたものに伴い、緊急に税条例を改正する必要
が生じたため。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

₂₆
専決処分の承認を求める…地方税法及び航空燃料譲与税法の一部を改正する法
律が平成29年３月31日に公布されたものに伴い、緊急に都市計画税条例を改正
する必要が生じたため。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

₂₇
専決処分の承認を求める…地方税法施行令の一部を改正する法律が平成29年３
月31日に公布されたものに伴い、緊急に国民健康保険税条例を改正する必要が
生じたため。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

₂₈ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例…人事院規則の一部改正に伴い、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正したいため。
可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

₂₉

平成29年度一般会計補正予算（第1号）原案…6,868万円を追加し、総額を95億
8,268万円とする。

修正案…原案から便利バスの委託料の増額分885万6,000円を削除する。 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ―

修正案の部分を除いた原案… 5,982万4,000円を追加し、総額を95億7,382
万4,000円とする。

可
決
○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ● ―

₃₀
国民健康保険特別会計補正予算（第1号）…前期高齢者納付金等の決定及び高
額療養費算定に係るシステム改修の実施に伴い、本年度国民健康保険特別会計
予算に286万8,000円を追加し、総額を48億3,186万8,000円とする。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

₃₁
平成29年度介護保険特別会計補正予算（第1号）…国の高齢者施設等の防犯対策
強化事業の実施に伴い、本年度介護保険特別会計予算に198万4,000円を追加し、
総額を27億3,720万5,000円とする。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

₃₂「共謀罪」（テロ等準備罪）の法制化に反対する意見書　P17参照 可
決○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ―

議案に対する各議員の賛否 ○賛成　●反対　－ 議長は採決に加わらない

賛否同数となったため、合川議長が「可（賛成）」と採決

８月26日㈯
午後１時20分開会

子どもたちの声を町政に！
（進修館  小ホール）

次回は8月24日㈭
午前10時開会予定です。

（進修館  小ホール）

議会を傍聴しませんか

こども議会が開催されます




